








































































































































































，ろ!J司，、Ur、 35 ! 65 62 i 38 
Jやりがし、!惑 82 18 77， 23 
事前の相談 100 。100 。
途中の評自lIi改善 100 。 83 17 
事後の評11i改苦= 87 13 92 8 
次年へ1+送り 92 ! 8 96 
前年度同活動] 96 i 4 92 8 
庄内小規模C校 庄内小規模1)1交
何一，@: 20 80 30 j 70 
やりがし、感 30 70 89 i 11 
事前の中1-談 40 60 89 i 1 
途中の評価改善 40 60 78 i 22 
事後の評{rli改善 30 70 67 : 33 
次年へq-I送り 80 20 100 i 。































学校の特色を話し合う 62 48 90 
指導法や児童の様子を交流 74 48 20 
系統性や教科IlrJの関連性 58 48 30 
学年学級を越えた児童の交流 32 48 20 
図書館， PCの整備や活丹l 32 40 30 
同僚性向上 50 40 20 
指導の評価，改話; 24 2，1 10 
地域への情報提{共 16 32 10 
指導計[函lの見直し 20 24 10 


































- 地域や P T A と I~h同で、行った「子どもの笑顔を
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